
様式第７号の１④

盛岡市立北厨川小学校

教育的価値 具 体 の 項 目 教育課程

⑤【やり抜く強さ】 教科(国語)

１【いきる】 救援活動などに従事した人々の働きと苦労を通して、どんな状 総 合

況においてもやり抜く強さについて考える。 行 事

【題材】

「稲むらの火」を演じて考える。

国語「百年後のふるさとをまもる」を劇「稲むらの火」（学習発表会）に発展

【対象】

５年１組 ３３名、５年２組 ３６名 計 ６９名

【実践の概要】

１ 国語「百年後のふるさとをまもる」

○主な学習活動

「稲村の火」のモデルとなった浜口儀兵衛の伝記

を読み、儀兵衛の考え方や生き方について話し合っ

た。

他の伝記を読み、今の自分と関わらせながら、自

分の生き方についての考えを持つようになった。

「百年後のふるさとをまもる」をキーワードに、

復興と防災の考え方を学んだ。

２ 劇「稲村の火」

伝記を基に、儀兵衛を主人公とした脚本を書き起

こし、北厨川小学校版「稲村の火」として学習発表

会で発表した。

○主な学習活動

脚本を読み込み、大震災と重ね合わせて考えなが

ら、登場人物の心情を自分なりに想定した。

表現を工夫し、登場人物の心情になりきって演技

し、劇を成功させることができた。

【まとめ】

儀兵衛の業績は、大震災からの復興のお手本になりうる

もので、この学習活動は子

どもたちにとって大変よい

道しるべになった。

昨年度、来校した大沢小

学校の４年生と交流し、再

会を約束している５年生に

とって、来年の大沢小学校

訪問について、自分たちは

何を目的に、どんなことを

用意したらよいのか考える

この上ない契機となった。

薄まりつつある大震災の

記憶とは裏腹に、５年生の

復興に対する意識は高くな

っている。




